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はじめに:  発表の趣旨

「創造的な問題解決」の基本方式を再考する。

従来:  「4箱方式」: 抽象化した領域で解決し、具体化。

==> 知識ベース による類比思考。「ヒント」を得る。

新しい基本方式を構築した。

処理のフローでなく、各段階での情報に注目した。

USIT法 (やさしくしたTRIZ) の「6箱方式」。

これが創造的問題解決の新しいパラダイムである。

身近な問題で例示する:  「裁縫で短くなった糸を止める方法」

「忘れものを防止する方法」
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知識ベースに蓄えたモデル群

問題解決の基本的方法 (パラダイム) 

（伝統的）TRIZの基本的方法 ＝ 科学技術の基本的方法

選択した一つのモデル

多数のモデル ==> どう選択するのか？ どう抽象化するのか？

伝統的なＴＲＩＺでは [Mann の教科書も]

主要な解決策生成法が, 別々の問題分析ツールを持つ

矛盾マトリックス ==> 発明原理

物質-場分析 ==> 発明標準解

ARIZ (分析ツールとして) ==>  分離原理

-- ==>  進化のトレンド

これらの分析ツールが分離しているために, 
各方法で 分析の思考の広がりが不十分になる。

==> 解決策の生成が困難。 (解決策が技巧的に見える。)
ＴＲＩＺの全体プロセスの学習が困難。

これが ＴＲＩＺの分析・解法の体系の根本的問題点



創造的問題解決の新しい方式 (USITの「6箱方式」)
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USITオペレータ (解決策生成法) (ガイドラインと事例など)

適切に定義された具体的問題

望ましくない効果、課題と目標、
スケッチ、考えられる根本原因、

関連する最小限のオブジェクトの組

問題の分析

現在システムの理解:

オブジェクト間の機能的関係、
望ましくない効果に関係する属性、

空間的・時間的特徴

理想のシステムの理解:

望ましい振る舞いと性質
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解決策の構築
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解決策のコンセプト

実現

(一般化した問題) (一般化した解決策) 

TRIZの知識ベース
(諸原理やさまざまな分野での事例。機能や属性などで索引づけ)

USITにおける創造的問題解決の方式

創造的問題解決の新しい方式 (USITの「6箱方式」)
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がなくなった!!
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ＵＳＩＴ法のフローチャート 改良: 中川 2005. 3

解決策コンセプトを構成する

問題定義

問題
分析

解決策
生成

属性を次元的に

変化させる

オブジェクトを

複数化する

機能を

再配置する

解決策を一般化する解決策を組み合せる

問題を定義する (根本原因を推定する)

現行システムの機能と属性を分析する

理想のイメージの行動と性質を分析する

空間・時間特性を分析する

( 解決策を実現する )( 実現 ) (USIT 外)

6箱方式を

実行する方法は、

複数あってよい。



身近な適用例: 裁縫で短くなった糸を止める方法

問題を定義する:
(a) 望ましくない効果: 糸の長さが、針より短く、玉止めできない。

(b) 課題宣言文： 裁縫で針より短くなった糸を止める方法を作れ。

(c) 図解:

(d) 考えられる根本原因:

標準的方法 (玉止め) では、

糸の余長が針より長いという

制約がある。

(e) 関連する最小限のオブジェクト:

布、糸 (既に縫った部分)、糸 (余りの部分)、 針

下田 翼、 卒業研究 (2006)
問題を分析する (1):  現在のシステムの理解

(1) 機能の分析: 「玉止めの針」の機能は?

糸の輪を作る土台、糸の輪に糸を通すガイド

(2) 属性の分析: 当たり前と思う性質が、「制約」を作っている。

糸は伸びない =  糸の長さ (余長) は不変

針は硬い = 針の形は不変、長さも不変

針は細い = 針の穴は小さい = 糸を通し直すのは困難

これらの「制約」を外す/破ると、新しい解決策が生れる。

(3) 時間特性の分析: 裁縫の「プロセス」 (工程) 

最終工程だけで工夫することも、工程を逆上って解決することも。

(4) 空間特性の分析： 糸を結ぶのは、糸の先端を「太くする」こと。

糸の「結び」、針の「穴」と糸のトポロジ関係は要注意。

問題を分析する (2) :  理想のシステムの理解

「結び」を作るときの糸の配置

既知の方法のいくつか

糸の輪を安定に作るのが
難しく、 練習を要する。

針の穴に「切欠き」がある (市販品)。
糸が輪になったままで、外せる。

このような配置に

糸を空間で支えることができるとよい。

玉止め専用の針

ストローの小道具

既知の技

理想のイメージ

荒唐無稽なアイデア

改良

改良

解決策を生成する:  アイデアを発想し、解決策を構築する



身近な適用例: 忘れものを防止する方法

問題を定義する:

(a) 望ましくない効果: 電車の網棚などに荷物を忘れる

(b) 課題宣言文: 忘れものを予防し、防止するシステムを考えよ。

(c) スケッチ: 
「シナリオ」 (時間に依存するプロセス)

電車に乗る → 荷物を網棚に置く →...
→ 席を立つ → 忘れたまま下車

(d) 考えられる根本原因 (複数可) : 必要なときに思い出せない

(e) 問題を構成する最小限のオブジェクト群: 

荷物、本人、網棚など

USIT 2日間トレーニングの 実地問題 (2005. 9. 7-8、公募制) 現在のシステムの分析:  機能の分析 (時間特性の分析も含む) 
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タイミングを知るための方法は?
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現在のシステムの分析: 属性 (性質) の分析

忘れものの
しやすさ

物:

本人:

場:
環境:  

じゃまになりやすい、手がふさがるもの

必要でなくなるもの

忙しい、急いでいる、眠い、疲れ、

注意散漫、考えごと、本に夢中 いつも気をつけている、起きている

大きい、目立ちやすい (色)、
いつも持っている、音が出ている、

高価なもの、重要なもの

空間特性の分析 荷物と本人の距離

0

席を立つ棚に置く

網棚上

忘れにくい

忘れやすい

これを
手がかりに!!

理想の状況の分析 (Particles 法)

現状

理想の
イメージ

Particlesは、 忘れものを 予防し、防止する

予防する (予め防ぐ) 防止する (その時点で防ぐ) 

家をでる
ときに

予防する

ものを置く
ときに

予防する

置いている
間に

予防/防止する

席を立つときに、
防止する

直前に
立った
とき

直後に

下車する前に
防止する

Particlesに
託す

望ましい行動

人の意識で、 人への働きかけ、 もの自身の働き



身近のものが持つべき機能 荷物が持つ機能

形態
(大きさ、形)

処理機能

判断機能

出力機能

センサー
機能
(入力操作)

身近に付けた装置
(脳の中、頭に、
耳に、眼鏡に、
手首に、ポケットに、
など) 

時間を計測する機能、

人と荷物につけたタグとの距離を
計測する機能
(超音波または電波を利用) . 

荷物や傘を置くときに、
巻き尺のようなひもをつけておく

コミュニケーション
(通信) 機能

「人が席を立った」ことを
判断する機能

電気刺激で知らせる、
振動で知らせる、 圧を与えて、
携帯電話を鳴らして知らせる

(ピーと鳴る)、
人の目線に荷物を表示する など

荷物や傘に
貼り付けられる

小さなタグやシート

荷物の位置を計測する機能
(本体との相対的位置関係)

荷物の絶対位置を計測する機能
(GPSなどを使う)

荷物を手に持ったことを
検出する機能 (筋肉緊張など) 

人の動作を検出する機能
万歩計 (加速度センサー) など

人と荷物の距離を算出する機能

記憶機能 (時間、距離など) 

自分の荷物からの信号を
他人の荷物からの信号から
区別する機能

荷物のセンサーのタイミングを
システムのものに合わせる機能

荷物を「置いた」
ことを
判断する機能
(距離情報を用いて) 

「人が荷物を手に持っている」
ことを判断する機能

音、音声で知らせる
(だんだん大きくなる、
イヤホンで)

光で知らせる
(必要なとき、目立たせる)

荷物についているタグから、
音を出す、
光を発するなどをして、
人に警告する機能

解決策の生成： (1) アイデアを書き出す

音、音声で、光で、

電気刺激で、

振動で知らせる

携帯電話を鳴らす。
メッセージを表示。

身近につけた装置
(脳の中、頭に、耳に、
眼鏡に、手首に、
ポケットに、など) 

人の目線に
荷物を表示

人の動作を認識する
加速度センサ(万歩計) で

自分の荷物の
IDをセットする

人と荷物 (タグ) の
距離を計測
(超音波または

電波で)

信号を送信/受信
(超音波または電波)  

受信/送信機能

ID の情報

表示情報 (荷物側) 

発光する(警告) 

「席を立った」
ことを判断

荷物を「置いた」ことを
判断 (距離情報から) 

「荷物を手に持っている」
ことを判断

物を持つと、
リセットする

荷物の把手に
スイッチ(持っている
ことのセンサー) 

時間の計測

記憶機能
(時間/距離など) 

自分の荷物と 他人の荷物
の信号を区別する

判断と処理の機能計測機能

荷物側の
出力機能

本体の出力機能

システムの
親子関係を
階層的に

解決策の生成： (2) 解決策を構築する (まとめる/体系化する) 

その他の機能

創造的問題解決の新しいスキーム (USITの「6箱方式」)
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思考の
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現実の
世界

(技術・ビジネス・社会 主導)
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USIT オペレータ


